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は
じ
め
に 

 

当
院
に
は
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を
栄

養
面
か
ら
支
え
る
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

（Nu
tritio

n
 S

u
p
p
o
rt T

eam

・Ｎ
Ｓ
Ｔ
）が
あ

り
、
週
１
回
の
回
診
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
栄
養
の
回
診
？
と
思
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、
患
者

さ
ん
が
栄
養
を
き
ち
ん
と
摂
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
治
療
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
重

要
な
要
素
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。
患
者
さ
ん

に
必
要
な
栄
養
量
は
一
人
一
人
異
な
り
ま

す
。 

 

Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
入
院
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
を

評
価
し
、適
切
な
「栄
養
療
法
」を
行
う
こ
と

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
、
医
師
・看
護
師
・管
理
栄
養
士
・

薬
剤
師
・臨
床
検
査
技
師
・歯
科
衛
生
士
・

理
学
療
法
士
な
ど
、
様
々
な
職
種
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ

は
10

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
歯
科 

ち
ょ
っ
と
、
お
口
の
こ
と
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
？  

 

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
「歯
周
病
」

「口
腔
ケ
ア
」
「
口
腔
機
能
」
「
お
口
の
体
操
」

「誤
嚥
性
肺
炎
」な
ど
の
言
葉
を
目
に
し
た

り
、
耳
に
し
た
り
し
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。 

 

口
は
小
さ
な
小
さ
な
、
唯
一
目
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
臓
器
で
、生
き
る
源
で
す
。生
を

全
う
す
る
そ
の
日
ま
で
口
か
ら
食
べ
る
た
め

に
も
、
む
し
歯
や
歯
周
病
、
口
腔
の
機
能
な

ど
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。  

 
健
康
を
支
え
る
食
事
の
た
め
に 

 
特
集 

口
の
健
康 

衛
生
士
は
２
０
１
２
年
か
ら
と
比
較
的
最
近

加
入
し
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

 

入
院
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
問
題
な
く 

食
事
を
食
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
も
実
は
歯

が
な
か
っ
た
り
、
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
か
っ

た
り
、
虫
歯
が
あ
っ
て
食
欲
が
出
な
か
っ
た
り

な
ど
、
「
口
」
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
栄
養
状
態
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
食
事
を
し
て
栄
養
を
摂
取

す
る
入
り
口
で
あ
る
「
口
」
の
機
能
を
維
持

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
歯
科
衛
生
士

は
患
者
さ
ん
の
口
の
中
を
確
認
し
、
歯
み
が

き
の
方
法
や
、
口
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
「
お
口
の
体
操
」な
ど
を
指
導
し
て
い
ま

す
。 

 
今
回
は
当
院
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
活
躍
す
る
歯
科

衛
生
士
の
伊
藤
眞
知
子
さ
ん
に
「
口
の
健

康
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

元
気
な
時
か
ら
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「口
」

を
意
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（消
化
器
外
科
部
長
・深
沢
雄
一
）  

東葛クリニック病院NSTのメンバー 

（本館入口前で） 
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歯
周
病
と
は 

 

歯
と
歯
ぐ
き
の
隙
間
に
た
ま
っ
た
歯
垢
の

中
の
細
菌
（歯
周
病
菌
）
が
、
歯
ぐ
き
の
炎
症

を
お
こ
し
、
進
行
す
る
と
歯
を
支
え
て
い
る

土
台
の
骨
を
溶
か
す
病
気
で
す
。
痛
み
な
ど

の
症
状
が
あ
ま
り
な
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に

重
症
化
し
て
、
最
後
は
歯
が
抜
け
て
し
ま
い

ま
す
。 

 

初
期
症
状
は
、
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
や
口

の
中
が
粘
つ
く
程
度
。
「歯
ぐ
き
が
腫
れ
た
」

「歯
ぐ
き
か
ら
う
み
が
出
る
」
「歯
が
グ
ラ
つ

い
て
う
ま
く
噛
め
な
い
」
と
自
覚
し
た
時
に

は
、
か
な
り
進
行
し
て
い
る
状
態
で
す
。 

 

さ
ら
に
歯
周
病
は
、
歯
だ
け
で
な
く
全
身

の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
か
か
わ
り
が
大
き
い

こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

〔むし歯のメカニズム〕 
 むし歯は細菌と食べ物と酸にさらされる時間、

そして抵抗力の組み合わせで起こります。 

む
し
歯
と
は 

 
む
し
歯
は
、歯
垢
（プ
ラ
ー
ク
）の
中
の
細
菌

（
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
）
が
酸
を
つ
く
り
、
歯
の
表

面
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
溶
か
す
病
気
で
す
。
進

行
し
て
歯
に
穴
が
開
く
と
、
歯
の
奥
の
神
経

ま
で
到
達
し
ま
す
。
そ
の
神
経
に
刺
激
が
伝

わ
る
と
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
や
が
て
は
全
体

が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

と
く
に
、
加
齢
と
と
も
に
口
の
中
を
潤
す

機
能
が
低
下
す
る
（口
の
渇
き
）な
ど
、
自

浄
作
用
が
低
下
し
て
く
る
と
歯
と
歯
ぐ
き

の
境
目
や
被
せ
も
の
、
詰
め
物
の
周
り
の
む

し
歯
が
増
え
て
き
ま
す
。 

歯
周
病
の
進
行 
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お
口
の
体
操 

 

口
腔
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
「
お
口
の
体
操
」を
お
勧
め
し
ま
す
。
口

腔
の
機
能
は
、
気
づ
い
た
と
き
は
か
な
り
落

ち
て
い
ま
す
。
今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

毎
日
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
だ
ま
さ

れ
た
と
思
っ
て
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
回
は
２
種
類
の
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

 

最
後
に 

 

「
た
か
が
口
、
さ
れ
ど
口
」 

口
は
生
き
て
い

く
上
で
、
と
て
も
大
事
な
臓
器
で
す
。
歯
み

が
き
、
そ
し
て
口
の
機
能
を
落
と
さ
な
い
た

め
の
「
お
口
の
体
操
」
を
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。食
べ
ら
れ
る
と
い
う
幸
せ
を
お
守
り

く
だ
さ
い
。 

（歯
科
衛
生
士
・伊
藤
眞
知
子
） 

 

歯
ブ
ラ
シ
で
取
れ
る
汚
れ
は
全
体
の 

60
％
、
歯
と
歯
の
間
を
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や

歯
間
ブ
ラ
シ
で
補
助
す
る
こ
と
で
90
％
以

上
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。歯
だ
け
で
な

く
入
れ
歯
も
同
じ
よ
う
に
み
が
き
ま
し
ょ

う
。 

 

ま
た
、
歯
科
医
院
で
の
治
療
後
も
そ
れ
で

終
わ
り
と
せ
ず
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
早
期
段
階
で 

む
し
歯
や
歯
周
病
を
見
つ
け
て
対
処
す
る

こ
と
が
、
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
た
め
に
大

切
で
す
。  

歯
周
病
の
全
身
の
病
気
への
影
響 

 
歯
周
病
が
全
身
の
病
気
に
影
響
す
る
の

は
、
口
の
中
の
細
菌
や
細
菌
が
出
す
毒
素
、

歯
肉
の
炎
症
に
よ
っ
て
発
生
す
る
炎
症
性
の

物
質
な
ど
が
、
血
流
に
の
っ
て
全
身
に
運
ば

れ
て
い
く
た
め
で
す
。 

 

糖
尿
病
は
、
慢
性
的
に
血
糖
値
が
高
く
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
起
こ
す
病
気

で
、
歯
周
病
が
合
併
症
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
歯
周
病
が
糖
尿
病
を
悪

化
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、歯
周
病

を
治
療
す
る
こ
と
で
糖
尿
病
が
改
善
す
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

歯
み
が
き
と
定
期
健
診
の
す
す
め 

 

歯
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る
歯
垢
（プ
ラ
ー

ク
）は
、バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
で
お
お
わ
れ
強
力
な

付
着
力
で
歯
に
こ
び
り
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
は
、
抗
菌
薬
や
免
疫
物
質
で

あ
る
白
血
球
を
通
さ
な
い
の
で
、
う
が
い
や

う
が
い
薬
で
は
落
と
す
こ
と
が
で
き
ず
、 

歯
ブ
ラ
シ
の
よ
う
に
毛
が
つ
い
て
い
る
も
の
で

物
理
的
に
こ
す
ら
な
い
と
除
去
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

口
腔
機
能
の
こ
と 

 

「固
い
も
の
が
噛
め
な
い
、
噛
み
こ
な
せ
な

い
」と
い
っ
た
む
し
歯
や
歯
周
病
の
進
行
に

伴
う
こ
と
の
他
に
、
「む
せ
る
」
「飲
み
込
み

づ
ら
い
」
「口
が
渇
く
」な
ど
の
症
状
は
、
加

齢
な
ど
が
原
因
と
な
る
口
腔
の
機
能
低
下

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
口
腔
機
能

が
低
下
す
る
と
、
舌
や
頬
、
口
唇
な
ど
の
動

き
が
鈍
く
な
っ
て
く
る
、
唾
液
の
分
泌
が
悪

く
な
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。 
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お口の体操（2） ～お顔のラジオ体操～ 

お口の体操（1） ～頬ふくらまし体操～ 

両頬をしっかり

ふくらます 
左頬を膨らます 右頬を膨らます 

★の方へ引き上げるように膨らます 

それぞれのポーズで3から10数える。 各5回ずつ繰り返す。 

① ② ③ 

あ い う べ- 

それぞれのポーズで2回発声するくらいのペースで5回から10回繰り返す。 

口輪筋と舌筋の体操です。しっかりとした動きでゆっくりと行いましょう。 

声は出しても出さなくても大丈夫。動きが大事です。 

伊藤眞知子さんのご紹介 

 福島県会津若松市出身。 

 昭和54年に日本大学歯学部付属歯科衛生専

門学校卒業，歯科衛生士免許取得。認定歯科

衛生士取得（摂食・嚥下リハビリテーション）。 

 目黒、渋谷、杉並の開業医での勤務を経て、平成7年頃より 

フリーとなる。 

 現在は、開業医での診療補助業務、NST活動を含む病院病棟

での口腔ケア、在宅・特別養護老人ホームでの訪問口腔ケアや

セミナー講師などを行っている。東葛クリニック病院では、週1回、

NST活動に参加している。 
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      スタッフ・スイッチ      ＆  

 仕事(オン)もプライベート(オフ)も生き生きと活動している当院スタッフをご紹介します。今回

は、栄養サポートチーム(NST)のメンバーの臨床検査技師の佐野由美さん、管理栄養士の内園

那穂子さんです。  

内薗
う ち ぞ の

 那穂子
な ほ こ

 （管理栄養士） 

職場では？（ON） 

入院患者さんの病状に合わせて適切な

栄養管理を行う、栄養サポートチーム

(NST)のスタッフとして働いています 。 

職場を離れると？（OFF） 

普段のお休みは友人達と美味しいものを

食べに行くことが楽しみです。また、長期の

お休みを頂いた時は鹿児島の実家に帰

省して田舎でのんびり過ごしています。  

患者さんへ一言 

入院患者さんだけでなく外来患者さんも

対象とした勉強会も担当しています。見か

けたら気軽にお声をかけて下さい。   

佐野
さ の

 由美
ゆ み

 （臨床検査技師） 

職場では？（ON） 

患者さんから採取した血液・尿・便等を検

査する検体検査と、心電図・超音波検査な

どの生理検査を行っています。   

職場を離れると？（OFF） 

趣味は2人の子供の服や小物を作ること

です。以前はよく大型バイクに乗ってツー

リングをしていました。  

患者さんへ一言 

検査結果を迅速かつ正確にだす事を

日々心がけています。検査について分か

らないことがありましたら、ご相談ください。  

実家近くの風景 

一番リフレッシュできる場所です 

お子さんに作ったワンピース 

実は自分にも同じものを作りました 
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講演会・勉強会のご案内 

 当院では、地域の方々と一緒に健康増進や病気の予防に取り組む勉強会を開催していま

す。身近でお役に立つテーマを取り上げていますので、ぜひ、ご参加ください。 

 参加費は無料です。 

 

９
月
７
日
に
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
ス
タ
ッ

フ
は
73
名
。
そ
の
他
、
警
備
員
さ

ん
や
委
託
会
社
の
方
な
ど
が
５

名
ほ
ど
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
大
地
震
発
生
直
後
の

環
境
を
想
定
し
、
通
信
・
連
絡
、

非
常
食
、
施
設
点
検
、
避
難
訓

練
、
ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
の
実
地
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
院
で
は
「
防
災
の
日
」
に
ち
な

み
、
毎
年
９
月
の
日
曜
日
に
防
災

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

 

（災
害
対
策
委
員
会 

総
務
部
・
和
田
直
宏
） 

 

総
合
防
災
訓
練
を 

 
 

 
 

行
い
ま
し
た 

 
 

 

日にち 時間 テーマ（講師） 

10月4日 

13：00－14：00 健康診断でよく聞く検査の種類と分かること（臨床検査技師：鈴木） 

14：10－14：40 
寒くなる季節に備え、狭心症や心筋梗塞を予防するためには 

（血管外科医師：中井） 

10月11日 13：30－14：30 〔慢性腎臓病教室〕どう抑える？カリウムと塩分（管理栄養士：村上） 

13：30－14：00 慢性腎臓病患者さんが気をつけたい生活習慣（腎臓内科医師：小野﨑） 

14：10－14：40 慢性腎臓病患者さんの困りごとと自己管理のコツ（看護師：谷口） 

12月6日 13：30－14：30 
〔慢性腎臓病教室〕外食・惣菜・弁当の時はどうする？ 

             ～上手な食べ方のススメ～ （管理栄養士：吉崎） 

12月13日 

13：30－14：00 
薬の用法やｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ（一般用医薬品・ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄなど）の注意点 

（薬剤師：小島） 

14：10－14：40 
病院で診察を受ける時のポイントや準備、困りごとを相談したい時には 

（臨床心理士：山﨑） 

11月15日  

＜さわやか健康広場のご案内＞ 

［会場］ 東葛クリニック病院 会議室 （受付 13：00～） 

※参加を希望される方は、お手数ですが前日までにご連絡ください 

  ＜申込み連絡先＞ 医療福祉連携支援部 ℡ ０４７－３６４－５１２１（代表） 
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 予防接種（ワクチン）で防ごう 

   冬の感染症 ～インフルエンザと肺炎～ 

 冬になるとインフルエンザなどの感染症が流行しますが、その予防のためには「ワクチン接種」

が有効です。人間の身体には、ウイルスに感染するとそのウイルスを排除する働きをもった物質

（抗体）を作り、次に同じウイルスが入ってきても感染症になりにくくする「免疫」という

働きがあります。ワクチン接種による予防は、その働きを利用したものです。 

 今回は、インフルエンザワクチンと肺炎球菌ワクチンについてご説明します。 

＜肺炎球菌ワクチン＞ 

 肺炎球菌ワクチンは、すべての肺炎を予

防するワクチンではありませんが、肺炎球菌

による肺炎などの感染症を予防し、重症化

を防ぐことができます。 

 ワクチンを接種して「免疫」抗体ができるま

でおよそ3週間かかり、その効果は5年以上

持続すると言われています。 

 接種後には予防接種証明シールが渡さ

れます。シールは保険証や身体障害者手

帳などに貼付してください。また、医療機関

を受診する際ご提示ください。  

＜インフルエンザワクチン＞ 

 毎年冬に流行するインフルエンザの予防

には、インフルエンザワクチンを用います。 

 ワクチンを接種してもインフルエンザを完

全に予防できるわけではありませんが、ワク

チンを接種することで重症化や死亡を減ら

すことができます。 

 インフルエンザワクチンを接種してから効

果が現れるまでの時間と持続期間には個

人差があります。一般的には接種後2週間

目ごろから5カ月間程度効果が持続すると

言われています。  

＜ワクチンの接種を希望される場合＞ 

 当院の予約直通フリーダイヤル（0120－113－751）でお申し込みください。 

＜ワクチン接種費用の助成について＞ 

 インフルエンザワクチン・肺炎球菌ワクチンを接種する際には、費用が一部助成される公的 

制度があります。 

☑ 当院でインフルエンザワクチンを接種される際は、松戸市および近隣の市町村（千葉県

内）にお住まいの方も、自治体による助成が適用されます。市外にお住まいで、接種を希望

される方は各自治体の予診表をご用意ください。 

☑ 肺炎球菌ワクチンの接種は、助成が適用される年齢が定められています。詳細につきまし

ては、お住まいの自治体にお問い合わせください。 

 感染症の予防のためには、マスクの装着、外出後のうがいや手洗いな

ど、日頃の習慣が大切です。インフルエンザ流行期には人が大勢集ま

るところへの外出を控えることも考慮しましょう。 

 （看護部・岩崎真紀子，谷口弘美(感染管理認定看護師)） 
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重度心身障害者医療費の助成 

 各自治体では、さまざまな医療費助成の制度が整備されています。今回は「重度心身障害者

医療費の助成」についてご案内します。 

＜重度心身障害者医療費の助成＞ 

 心身に障害がある方を対象に、保険証を使って病院を受診した場合の自己負担金が助成さ

れる制度です。対象となる方が未成年者などの場合には、保護者の方などの医療費が助成さ

れます。都道府県や市町村が実施しているため、居住する都道府県、市町村によって、対象と

なる障害の程度や助成内容が異なります。 

＜松戸市の重度心身障害者医療費の助成＞  

身体障害者手帳、療育手帳で重度の認定を受けた方の医療費の一部が助成されます。 

コルセット等の治療装具を作成した場合も、健康保険の適用になれば助成の対象とな

ります。 

福祉の 

ワンポイント 

アドバイス 

 詳しいことは、医療福祉連携支援部にご相談ください。 

 直通電話 ０４７－３６５－９０４８  受付時間 午前８：３０ － 午後５：００ 

（医療福祉連携支援部） 

対象者 
▣ 身体障害者手帳 1・2級 

▣ 療育手帳 A2以上 

助成額 

保険診療の自己負担金のうち、健康保険から支給される分（高額療養費、付加給

付金等）を除いた金額が助成されます。 

［助成対象外のもの］ 

▣ 介護保険サービスを利用した時の自己負担金 

▣ 入院時の食事代やおむつ代など 

申請方法 

助成の申請は、通常、手帳交付時に行っています。 

 （手帳交付の日付の翌月分からが対象となります） 

支給申請は市役所の障害福祉担当課で行ってください。 

提出書類 

▣ 支給申請書 

▣ 保険診療分の領収書 

※ 治療装具代を申請する場合は、加入している健康保険組合から発行され

ている「療養費支給決定通知」と「領収書」を持参してください。 
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ふれあい     通信 

 当院では、ふれあい箱やアンケートにお寄せいただいた皆さまの声を参考にさせていただき、

よりよい環境・対応を提供できるよう、改善に努めております。 

＜当院の理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じ ょ

をもってし） 

其 治 也 以 協 （その治
ち

するや協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に

接し、専門性を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム

医療を推進し、これがもたらす最適医療の成果を患者さんに提供する

ことを誓います。 

 今後も皆さまの声をカタチにできるよう、より一層の努力を続けてまいります。  

（総務部・宮寺友子） 

商品は毎日入荷します。 

お箸やスプーン・ストローを常備

しております。 

＜アンケートでいただいた声からの改善＞ 

 「売店を設置してほしい」との声を数多くいただきまし

た。 

 そこで、6月よりファミリーマートと提携し、本館1階の 

外来ラウンジで自動販売機によるコンビニ商品の販売を

開始いたしました。 

 自動販売機では、パンやおにぎり、お菓子や飲み物 

などが24時間、いつでもお買い求めいただけます。 患者

さんやご家族に安心してご利用いただけるよう、商品の

構成などにも気を配ってまいります。 

＜ふれあい箱にいただいた声からの改善＞ 

 「午後の外来受付時間を早めてほしい」との声をいただきま

した。 

 検討の結果、9月1日より、午後の外来受付開始時刻を30分

早め、13：00に変更いたしました。 

 なお、検査（採血・生体検査）およびレントゲンの検査開始時

刻は13：30、診察開始時刻は14：00で変更はありません。 
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看護の日記念イベント 「ふれあい健康まつり」 を開催しました 

 6月21・ 22日の２日間、「楽しめて、健康に関心をもってもらう」をテーマに東葛クリニックみらい

でふれあい健康まつりを開催いたしました。 

体験コーナー 

看護の日イベントプロジェクトのメンバー 

検査体験者の声 

「実年齢より悪い状態であったの

で、食事・運動に気を付けて来年

の変化を見たいです。」 

歩き方チェック体験者の声 

「秋山先生のメディカルウォーキン

グを体験したからか、良い結果が

出て嬉しかったです。」 

次回イベントのお知らせ 「秋の文化祭」 

日時 10/26（日） 10：00～15：00  開催場所 東葛クリニックみらい・6階 

職員や地域の方々が、マジックやダンスなどのパフォーマンスを行います。 

ぜひ、お気軽にご来場ください。 

測定器の上を歩いて…… 体重のかかり方をチェックします。 

血管年齢チェック 

歩き方チェック 

年齢、性別を入力して、人 

差し指を機械に入れます。 

スイッチを入れ、2分程で

血管年齢がわかります。 

 機器を用いた簡単な健康チェックや、日常の動作・習慣を確認する検査を体験してもらいまし

た。その中で特に人気の高かった「血管年齢チェック」と「歩き方チェック」をご紹介します。 

他にも腰痛体操やAEDの講習会、相談コーナーでの健康相談などを行いました。 

2日間で134名もの方々

が来場されました！ 

ご参加ありがとうござい

ました。 

腰痛体操の様子 
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季 節 の レ シ ピ 
 

秋
も
深
ま
り
、
こ
れ
か
ら
次
第

に
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
回
は
、

そ
ん
な
季
節
に
お
す
す
め
の
汁
物

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
油
で
炒
め
る
こ
と
で
、
食
材
の 

香
ば
し
さ
を
引
き
出
す
「
根
菜
と

き
の
こ
の
炒
め
味
噌
汁
」で
す
。   

 

【作
り
方
】 

① 

ご
ぼ
う
・
人
参
は
皮
を
む
く
。 

ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に
し
、 

水
に
さ
ら
す
。
ご
ぼ
う
と
同
じ

く
ら
い
の
大
き
さ
に
人
参
を

切
る
。 

 
 

ぶ
な
し
め
じ
・
エ
リ
ン
ギ
は
、 

ほ
ぐ
し
て
お
く
。 

 
 

長
ネ
ギ
は
、
縦
半
分
に
切
り
、

１
㎝
幅
に
切
る
。 

② 

フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
、サ
ラ
ダ

油
を
入
れ
、
ご
ぼ
う
・
人
参
を

入
れ
て
炒
め
、そ
の
後
、ぶ
な
し

め
じ
・エ
リ
ン
ギ
を
入
れ
て
引
き

続
き
炒
め
る
。 

③ 

熱
し
た
だ
し
汁
を
入
れ
、
白
味

噌
を
入
れ
る
。
食
べ
る
前
に
長

ネ
ギ
を
入
れ
る
。  

根
菜
と
き
の
こ
の 

炒
め
味
噌
汁  

<材料> 1人分 

ぶなしめじ 20g       エリンギ 20g 

ごぼう    15g       人参   15g 

長ネギ    5g       だし汁  150g 

ｻﾗﾀﾞ油    4g (小さじ1)  

白味噌(西京味噌) 25g (大さじ1+小さじ1) 

＜1人分の栄養成分＞ 

 エネルギー  約120kcal 

  たんぱく質   約3.8ｇ 

  食塩          約1.4g 

（栄
養
部
・小
川
晴
久
） 

根
菜
と
き
の
こ
は
、
さ
っ

と
炒
め
ま
す
。
炒
め
す
ぎ

ず
、
歯
ご
た
え
を
残
す
と

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。 

 

根
菜
独
特
の
風
味
と
白

味
噌
が
よ
く
合
い
ま
す
。 

ポイント 

 「きのこ」の栄養  βグルカン 

 βグルカンは、きのこに多く含まれている多糖類で、免疫能力アップや抗腫瘍効果が期待され

ています。β-グルカンは、様々なきのこに含まれていますが、含有量は食品によって異なります。 

ぶなしめじ:15.1g  エリンギ：17.2g  しいたけ:27.8g (乾燥品100g中)  

〔参考文献〕 栄養の基本がわかる図解事典 成美堂出版 

 

根
菜
は
、
他
に
レ
ン
コ
ン
な
ど

を
使
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。 

アレンジ 
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今
回
は
「
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
」
の
２

階
、
透
析
ラ
ウ
ン
ジ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
清

塚
紀
子
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

清
塚
さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
油
絵
科
専

攻
を
修
了
し
、
当
時
で
き
て
間
も
な
い
版
画

研
究
室
で
非
常
勤
講
師
を
し
な
が
ら
絵
画

と
版
画
を
両
立
、制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、版

画
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
軸
足
を
版
画
の
方
へ

移
し
て
、
発
表
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

師
は
画
家
の
小
磯
良
平
氏
、
野
見
山
暁
治

氏
、版
画
家
の
駒
井
哲
郎
氏
と
恵
ま
れ
た
環

境
で
学
び
、
美
術
界
で
は
先
輩
後
輩
と
し
て

若
い
時
代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

清
塚
さ
ん
の
作
品
は
当
初
は
銅
板
の
エ
ッ

チ
ン
グ
や
メ
ゾ
チ
ン
ト
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
、
ド
ラ

イ
ポ
イ
ン
ト
等
を
駆
使
し
て
の
版
画
表
現
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
エ
ッ
チ
ン
グ
、
シ
ュ
ガ
ー
ポ
イ

ン
ト
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
チ
ュ
ー

ブ
、
ハ
ン
ダ
等
と
銅
箔
や
鉛
箔
を
使
い
、
今
ま

で
ど
こ
に
も
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
型
の

版
画
の
制
作
に
入
り
ま
す
。そ
の
表
現
は
、そ

れ
ま
で
一
般
の
版
画
界
の
紙
の
上
の
表
現
か

ら
大
き
く
飛
躍
し
、立
体
的
で
硬
質
な
表
現

を
手
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
画
家
の
野

見
山
暁
治
氏
は
画
集
「清
塚
紀
子 

航
跡
」

（１
９
８
９
年
美
術
出
版
）で
、
「
彼
女
の
最
近

の
作
品
は
、
完
璧
に
仕
組
ま
れ
た
分
厚
い
外

壁
み
た
い
で
、
人
の
入
れ
る
よ
う
な
優
し
さ

は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
ま
る
っ
き
り
重

力
を
失
く
し
た
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
か
、深
み
に
ひ

そ
む
潜
水
艦
の
、
そ
の
胴
体
の
よ
う
だ
。
こ
れ

は
優
し
い
人
の
夢
想
の
乗
り
物
か
も
し
れ
な

い
」と
評
し
て
い
ま
す
。 

 

清
塚
さ
ん
の
作
品
は
本
院
１
階
に
も
「空

路
１
９
８
７-

Ｂ
」
「空
路
１
９
８
８-

Ｂ
」
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。  

（解
説 

望
月
菊
磨
） 

東
葛
の
小
路
（
第
53
号
） 

「
空
路
１
９
８
７-

Ａ
」 

 
 

 
 

 
清
塚 

紀
子

き

よ
つ
か 

の
り

こ 

「空
路
」 

１
９
８
７
年 

版
画 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

２
階 

透
析
ラ
ウ
ン
ジ 

清塚紀子（きよつか のりこ） 

2002年～2006年 愛知県立芸術大学

美術学部教授 

2009年に株式会社関ヶ原製作所に清塚

紀子美術館が設立される 

2012年に同社社屋に清塚紀子スロープ

ギャラリー完成 

海外美術展出品多数 

東京国立近代美術館他に作品多数 

収蔵される 
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エ
コ
ー
を
使
っ
て
わ
か
る
こ
と 

 

エ
コ
ー
を
使
っ
て
血
管
を
観
察
す
る
と
、 

血
管
の
つ
ま
り
（狭
窄
）、
血
管
の
太
さ
、 

皮
膚
表
面
か
ら
血
管
ま
で
の
深
さ
な
ど
を
、

画
像
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

透
析
室
で
エ
コ
ー
を
使
う
理
由 

 

血
液
透
析
の
治
療
の
た
め
に
穿
刺
を
行
う

際
に
は
、
血
管
が
皮
膚
表
面
か
ら
ど
の
く
ら

い
の
深
さ
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
か
な
ど
の
情
報
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら

の
情
報
か
ら
実
際
の
血
管
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

私
た
ち
は
穿
刺
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

血
管
は
皮
膚
や
皮
下
組
織
、
筋
膜
な
ど

に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
皮
膚
の
上
か
ら 

指
で
触
っ
て
も
得
ら
れ
る
情
報
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
鮮
明
に
血
管
の
状
態
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
情
報
が 

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
エ
コ
ー
を
使
用
し
て
、

触
っ
た
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
を
収
集

す
る
の
で
す
。
エ
コ
ー
を
使
用
す
る
と
、
血
管

を
画
像
と
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 
触
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
血
管
に
、
エ
コ
ー
に

よ
る
画
像
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

鮮
明
に
血
管
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

 

み
な
さ
ん
は
、
透
析
室
で
使
わ
れ
て
い
る

超
音
波
画
像
診
断
装
置
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？ 

 

「
超
音
波
画
像
診
断
装
置
」と
聞
く
と 

堅
苦
し
い
印
象
で
す
が
、
「
エ
コ
ー
」と
い
う
と

み
な
さ
ん
に
も
馴
染
み
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

エ
コ
ー
と
い
う
と
検
査
室
に
あ
る
大
き
な

機
械
を
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

最
近
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
に
持
ち
運
べ
る
エ
コ
ー
も
あ
り
ま
す
。 

 
当
院
の
透
析
室
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ

た
エ
コ
ー
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
）
を
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
使
用
し
て
、
シ
ャ
ン
ト
管
理
や
穿
刺
の

た
め
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

透析室の超音波画像診断装置透析室の超音波画像診断装置

をご存知ですか？をご存知ですか？  

 前号ではシャント閉塞が夏に増加する傾向があることをお話ししました。夏に増加する傾向

があるとはいえ、他の季節でも閉塞する可能性はあります。「気がついたらシャントが閉塞して 

いた」ということがないように、日頃からご自分のバスキュラーアクセス（ＶＡ・以下シャント）の観察

をお願いします。 さて、今回のテーマは「超音波画像診断装置」です。 

透析・知っ得（しっとく）NEWSでは、透析患者さんへの情報を発信していきます 

知っ得 

NEWS 

透析 

本院のポータブルエコー 
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る
よ
う
に
な
り
、
穿
刺
ミ
ス
の
減
少
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
血
管
を
エ
コ
ー
を
使
っ

て
定
期
的
に
観
察
す
る
こ
と
で
、
血
管
の
狭

窄
を
早
め
に
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

エ
コ
ー
マ
ス
タ
ー 

 

エ
コ
ー
を
実
際
に
扱
う
た
め
に
は
正
し
い
知

識
と
技
術
を
身
に
付
け
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

 
当
院
で
は
、
エ
コ
ー
を
シ
ャ
ン
ト
管
理
・穿
刺

技
術
向
上
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
「
Ｖ
Ａ
穿
刺
支
援
用
ハ
ン
デ
ィ
エ
コ
ー

マ
ス
タ
ー
（
以
下
・
Ｖ
Ａ
ハ
ン
デ
ィ
エ
コ
ー
マ
ス

タ
ー
）
」と
い
う
認
定
を
定
め
ま
し
た
。
知
識

と
技
術
を
評
価
し
、
一
定
の
条
件
を
ク
リ
ア

し
た
ス
タ
ッ
フ
に
は
認
定
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
現
在
は
、
当
院
の
各
関
連
透
析
施
設
に

Ｖ
Ａ
ハ
ン
デ
ィ
エ
コ
ー
マ
ス
タ
ー
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。 

 

Ｖ
Ａ
ハ
ン
デ
ィ
エ
コ
ー
マ
ス
タ
ー
は
患
者
さ
ん

の
シ
ャ
ン
ト
管
理
を
行
っ
た
り
、
エ
コ
ー
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
ス
タ
ッ
フ
に
教
育
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
臨
床
工
学
部
・
後
藤
一
磨
） 

 

当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
や
地
域
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
様
々
な

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

毎
年
８
月
の
第
一
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
松
戸
花
火
大
会
を
、
本
院
の
屋
上

で
観
覧
す
る
の
も
、
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
の 

一
つ
。
入
院
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
、

職
員
、
職
員
の
家
族
が
一
緒
に
江
戸
川

の
河
原
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火

を
観
賞
し
ま
す
。今
年
も
、気
持
ち
よ
い 

夜
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
患
者
さ
ん
と 

職
員
み
ん
な
で
、
大
迫
力
で
と
て
も 

き
れ
い
な
花
火
を
観
賞
し
ま
し
た
。 

 

広
報
誌
「ほ
ほ
え
み
」で
は
医
療
情
報

の
他
に
、
当
院
が
主
催
す
る
講
演
会
や

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（広
報
委
員
会 

総
務
部
・本
橋
和
子
）  

今年の花火 

本院の屋上から撮影 

編集後記 

エコーの取り扱いについての実習風景  
血管のエコー画像（例）  

ご自分の血管の画像をご覧になりたい方は、スタッフにご相談下さい。事前にお声掛けいただ

けましたら、血管のエコー画像を一緒に見ながら、血管の特徴などをご説明いたします。 
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日本医療機能評価機構認定病院 

医療法人財団松圓会  東葛クリニック病院  

〒271-0067 松戸市樋野口865-2 電話 047-364-5121 

ホームページ www.tokatsu-clinic.jp （平成25年12月より新アドレスになりました） 

外来診療のご案内 

  月 火 水 木 金 土 備考 

内科  
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
午後 ○ ○ ○  ○ ○ 

外科 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 土曜日 第1、第2、第3のみ  

腎臓内科  
午前 ○ ○  ○  ○ 

午後診（土曜日） 第２、第３、第４のみ 
午後      ○ 

循環器内科 
午前    ○   

木曜日 診療時間９：３０～ 
午後  ○     

心療内科  
午前      ○ 

 
午後      ○ 

整形外科 
午前      ○  午前診(土曜日)第2、第4のみ 

 午後診（土曜日） 14：30～ 午後      ○ 

泌尿器科 
午前      ○ 

土曜日 第1、第3、第5のみ 
午後 ○      

消化器外科 午前 ○   ○ ○   

呼吸器外科 午後      ○ 診療時間 １４：３０～１６：００ 

呼吸器内科 午前     ○   

血管外科(循環器外科) 午後   ○ ○    

血管外科（大動脈瘤外来） 午後     ○  金曜日 第3のみ 

専門外来のご案内 

  月 火 水 木 金 土 備考 

糖尿病外来 
午前 ○ ○ ○    

  
午後   ○    

アクセス外来 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○  午前診のみ 土曜日は第1、第2、第3のみ 

腎炎外来 午後  ○      午後診のみ 

乳腺外来 午前  ○      午前診のみ 

ペインクリニック 午後   ○     午後診のみ 

ストーマ外来 午後    ○    午後診・木曜日 第２、第４のみ 

腎不全外来 午前  ○   ○   金曜日 診療時間９：３０～１１：３０ 

創傷ケア 午後     ○   午後診のみ 診療時間 １３：３０～ 

フットケア外来 
午前      ○ 

 9:00～11:00  14:00～16:00 第2、第4のみ 
午後      ○ 

褥瘡外来 午後  ○      午後診のみ 診療時間 15:30～16:30 

内視鏡（上部） 午前 ○ ○ ○  ○ ○  土曜日 第3のみ 

内視鏡（下部） 午後  ○ ○  ○ ○  土曜日 第1、第3のみ 

〔受付時間〕 午前 ８：３０～１２：００  午後 １３：００～１６：３０ 

〔診療時間〕 午前 ９：００～       午後 １４：００～ 

外来診療予約電話 ＴＥＬ ０１２０－１１３－７５１ (受付時間 ８：３０～１７：００) 

※ 当院は予約制となっております。診察券をお持ちの方はお手元にご用意の上、お電話下さい。 

※ 日曜・祝日は休診です。諸事情により外来予定が変更になる場合があります。 

（2014年9月1日現在） 

発行 企画・編集 

 東葛クリニック病院 

 広報委員会 


